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キリバス南部環礁における輸入食料依存の実態
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駕し，生業経済が衰退しているというものであ

に自給白足できたこと，

る。サーマンはかつてこの地域ては食料を充分

また「伝統的ー食料は

栄蒼のバランスがとれていることを強調してい

る。長期間かけて成立してきた「伝統的；食料

システムに比べ， 主に植民地化以降導入され，

序 令
皿
14.tu 

戦後増大してきた輸人食料に人々ば慣れておら

す，結果的に深刻な問題を引き起こしていると

この節では， まずオセアニア島嶼部の輸人食

料依存問題について，

げ，

1. 

2つの主な論調を取り上

その欠落点を指摘する。

タビテウエア (Tabiteuea)環礁（キリハス共和国）

における村落レベルの調究資料には，

南部地区（以F,

間であり，

住み込み調行を行った。

この論文の対象地，

これまで

の論調からは理解できない輿味深い点がみられ

るためである。次いで食料のもつ社会・文化的

意味についてふれ，最後に論文構成を簡単に紹

介する。

なお，筆者が調査したのはタビテウエア環礁

タビテウエア・サウスと表出）

にあるN村である（地図参照）。筆者のキリバス

滞在は1994年6月から96年3月までの約21カ｝］

そのうちN村において延へ13カ月問，

「伝統的」食料システムの過大評価

オセアニア島嶼部の現代的諸問題を論するに

あたり，食料白給率の低Fがしばしば取り上け

られている。輸入食料が在地に産する食料を凌

し入う ，t l I O 

輸人食料依存については，

て問題か論じられてきた。

リハスては果物，野菜，

スし，

t)た。

蓑問題を理解してはいても，

菩を実行できないと憎者に

ゃ，

大きく 2つに分け

まず第1に，現地の

人々の栄養不良問題があげられるけl・2)。輸入食

料品へ過度の依存は栄養の偏向をもたらし，結

果的に肥満，麻血圧，糖尿病等の極度な増加を

招いていろのてある。筆者の滞在した当時，

イモ等を積極的に食ペ

キ

ようとし）うキャンヘーンか盛んに行われてし吠た。

連Hラシオて栄蓑ハランスの軍要性をアナウン

ホスターを配布する等の活動が行われて

しかしそのような政府0)宜伝も，住民側

の意識改位に効果かあったようにはみえなかっ

たc 首都の診燎所に勤務する看護婦てさえ，栄

なかなか食事の改

ってし lた令： まして

一般())人々に浸透させることが困難なのは

明らかである。

第2に経済的自立の問題かある。 オセアニア，
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（出所） The Far East and Australasia 1996; 27th ed. (London: Europa Publications, 1995), p. 709.一部改変。
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タピテウエア環礁拡大図

0 2 4 6 8km 
17咋

＇マキン

溢ブタリタリ

175•El 1ザ E

ギルバート諸島
北部 （キリバス）

図N--~
ー'--
心マラケイ

、アバイアン

為タラワ

0マイアナ

qァベママ
p• クリアもqァラヌヵど-とク’-ク--

中部

N
4寸
|

、BB
オーシャン
（外洋）

z4~ 

ラグーン
（礁湖）

勺ノノース 南部

ニクナウI
タビテウエア＼却 ベル~ -~ 

但゚S 8オノトア

0 100km 
I I I I I I 

I 

タマナら
l アロラエ‘

．
 ごっ
NHぃ

、
／
塁

夕

ァ

↑

8
ス

＞

テ

ー

，

ノ

・

ピ

．．
 ，り

夕

勺
°令
8
 

9
 
ツ↓“
 

，
 

。今

（出所） Howard Van Trease ed., Atoll Politics: T.加
Republic of Kiribati (Christchurch: Macmillan 
Brown Centre for Pacific Studies, University 
of Canterbury, 1993), p. 4. Land and Survey 
Division, Government of Kiribati, Tarawa, 1980. 
一部修正。
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とくに島嶼部においては外貨を獲得するための

産業が乏しく，観光収入を除けば一次産品の輸

出程度しかない。このように経済的基盤が脆弱

であるため，食料輸人に関わる過度の支出が国

家の経済的自立を脅かし，教育，医療や経済開

発等を遅滞させかねないというのである⑭3)0 

一方，経済開発の推進と輸入食料への依存は表

裏一体の関係にあり，少なくとも現状では食料

自給と開発は相互に矛盾している。資源の貧弱

な島嶼環境において，住民が容易に現金を入手

するには，都市や海外へ出稼ぎに行くか，生業

経済の基盤となる耕地を換金作物用に転換する

しかない。例えばトンガのハーパイ諸島では，

輸出用のバニラの導人やココヤシの植え付け間

隔を密にすることにより，間作していたタロイ

モ等の生産が低下したという。その他にも西サ

モアのココア，パプアニューギニア高地のコー

ヒー，クック諸島の柑橘類やトマトか同様に生

業経済の衰退を招いているほ 4)。つまり人々が

現金を入手するには，生業経済を縮小または放

棄せざるを得ず， 99,1こ業維持と経済開発の両立は

困難なのである。

このような議論に共通するのは，「伝統的」

食料システムが多くの食料を生産し，人口を充

分に維持していたという前提を強調することで

ある。しかし，かつてオセアニアの多くの島々

で，実際には人口調節， とくに堕胎や嬰児殺し

が行われていたことを見落とすべきではない。

これは，人口を維持しうる充分な食料が得がた

かった可能性を示唆するものといえよう。また

オセアニアでは， ヨーロッパとの接触以前にも

人間の活動が環境破壊や動植物種の絶滅を引き

起こしてきたという証拠も多い(il:3)。すなわち

「伝統的」食料システムは，必ずしも安定して

充分な食料を供給していたとは一概にいえない

のである。ところが，ヨーロッパとの接触以前に

あった生業システムの安定性を強調することは，

裏を返せば一方的な輸入食料導人によって現在

の食料システムが不安定になっており，オセア

ニアの人々が受動的に被害を受けているとし，

世界システムヘの適応の困難性を過度に強調す

ることに他ならない。現在の状況に深刻な問題

があることは確かだが，負の局面のみの強調は，

人々が輸入食料をいかに積極的に取り込み，柔

軟に利用しているかを見落とす恐れがある r

また，輸人食料依存がオセアニア島嶼部全体

をとおして共通した問題である一方で，地域ご

との差異にも着目すべきであるオセアニア島

嶼部において，生業基盤に深く閃わる自然環境

が多様性をもつことも，これまでの議論ではあ

まり顧みられていない。例えばこの論文で取り

上げる環礁と，火山島や大陸島の間には大きな

環境の差異かある。

ポロックは，フィジー，タヒチ，マーシャル

諸島等多くのオセアニア島嶼の村落部では輸入

食料が遵入されていても，在地に産する食料に

依存する傾向が強いことを指摘する。ただし，

フランス領ポリネシアのツアモツ諸島では村落

ても， とくに糖質食料（沖6}に関しては，輸人物

への依存がみられるという。同諸島のラロイア

(Raroia)環礁では1950年時点で，すでに多くの

小麦粉を使っていたという（注7)。ツアモツ諸島

は降雨量の少ない環礁からなり，この論文て取

り上げるキリバス南部と類似した環境下にある。

キリバスにおいてもツアモツと同様に，主島の

みならず離島部ても糖質食料の導人が早くから

みられた。キリバスのタラワ (Tarawa)とアへ

ママ (Abemama)を調在したターボットによれ
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キリバス南部環礁における輸入食料依存の実態

ば， 1940年代後半には小麦粉や米が主食といい

うるほど導入されていたという。 1953年に調査

したパーキンソンは．マイアナ (Maiana)では

1日1人当り小麦粉2.03オンス，米1.64オンス

を消費していたという wi:8)。環境条件が厳しい

環礁では．他の島々とは異なって在地生産の糖

質食料が貧困であり，輸入物への依存傾向が強

いのである。

管者の調査したキリバス共和国，南部離島の

タビテウエア環礁（注9)では元来．タロイモもほ

とんどなくヤムイモも育たない。「パンダナス

の人々」とグリンプルがよんだように(it10)．キ

リバスでは北部の一部の島々を除いて．主食と

なる糖質食料の多くをパンダナスに依存してい

た。それに加えて，スワンプタロやココヤシの

実が主食0)一部を占めていた。タピテウエアは

首都タラワから離れているうえに交通手段が限

られており．さらに運賃も人々にとっては高額

であるため，在地の生鮮食料を都市の市場で売

ることは不可能である。後述のように，村人た

ちは輸出用のコプラ（ココヤシの乾燥果肉）を生

産して現金を得て，輸入物の米や小麦粉を主食

にして牛活を維持している（注11）。まにサツマ

イモやキャッサバといった，オセアニアで普通

にみられる外来作物も定若していない。壻瑚性

石灰土壌および不安定な降雨景のため，果物や

野菜もほとんど生育しない状況であるこ筆者が

タビテウエアに滞在した延べ13カ月の間に，わ

ずか1回だけしかバナナを食べる機会がなかっ

にカボチャの実を見たのも同しく l|i1だけで

あった。つまりオセアニア島嶼部て広範にみら

れる在地食料の豊饒性という議論の前提が．自

然条件の厳しさゆえにタビテウエアを含むキリ

バス南部離島には刈てはまらないのである。

2. 輸入食料の社会・文化的価値

以上．主要な2つの論調が卒む問題点を指摘

したが．輸入食料に関する議論にはほかにも重

要な視点が抜け落ちている。

輸入食料依存についてこれまでになされてき

た議論では，栄養学的問題および経済的問題を

中心においているため，食料のもつ社会・文化

的価値については概ね視野の外にあったことを

指摘したい。それに対して，多くの人類学者か

食料のもつ社会・文化的価値について重ねて論

じてきた。そこでは，「伝統的」食料の交換が

人々の政治的関係を操作し，社会関係を構築す

る材料になっていたり，食料が生産者の呪術的

ヵゃ，あるいはジェンダーの象徴となる等の興

味深い事例をみることができる。ただし，人類

学者が主に取り扱ってきたのは，在地に産する

タロイモやヤムイモなどの威伯食料 (prestige

foods)が中心であり（注12)，輸入食料にまで議論

を広げることは少ない。

この論文で取り上げるタビテウエア環礁の人

々は，食料の多寡によってその土地を評価する

ことが多い。例えば諸島北部のアベママ環礁で

は，パンノキやスワンプタロか南部の島々に比

較してよく生育する。アペママに行ったことの

あるタビテウエアの村人は「アベママにはた＜

さんの食料があっていい」などという。評価の

対象は，在地の食料資源に限ったことではない。

燐鉱石採掘の出稼ぎ経験者は，ナウル (;¥lauru)

を評して「ナウルは食べ物がたくさんある。商

店にいつもたくさんの米や缶詰があった。いい

ところだ」と語るのである。在池物，輸人物に

かかわらず，多くの食料を有することが，その

土地に高い評価を付与する判断基準となるので

ある。
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カーンとセクストンは，新しく入ってきた食

料の高い評価は文化的脈絡の中で生じていると

いう。例えば，外来の食料は欧米人の力や生活

のイメージと結びついていることがある。その

力を得るべく，生業よりも換金作物を重視し，

そこから得た現金によって輸入食料を購入する

例が，ニュープリテン (NewBritain)島のキレ

ンゲ (Kilenge)でみられる。また，「伝統的」食料

が外来物と対峙しており，より欧米化した生活

を送る人々と自分たちとの差異を強調するため

に，在地食料が「文化的アイデンティテイ J を

表す例が， ミクロネシア連邦チュウック州のプ

ラップ (Pulap)環礁でみられる直13）。このよう

に輸入食料の問題は，受け人れる側の文化的な

意味づけとその多様性に深く関係することに留

意すべきである。ただし，多くの研究では上の

例のように，二項対立的に在地食料と輸入食料

を分離する傾向がある。ところが後述するよう

に，タビテウエアでは対立的な視点のみならず，

輸入物を取り込む柔軟性をも同時にみてとるこ

とができるのである。

また，オセアニア島嶼部の諸社会においては，

祭礼時の共食や食料分配がきわめて重要な社会

的事象となっている。ポロックは，食料のもつ

社会的重要性は少なくとも経済的重要性と同じ

くらい大きいと主張する。そして，祭礼の食料

は社会関係を表象し，世帯内での消費以上の意

味を有するのだという（注14)。タビテウエアにお

いても，一度に多くの食料，とくに輸入食料が

社会的な場において消費される機会が頻繁にあ

る。

タビテウエアのみならずキリパスでは，マネ

アバ (mwaneaba)とよばれる集会所において，

数多くの餐宴（ボータキ (botaki〕）が開かれてお

6 

り，社会活動の重要な焦点になっている。饗宴

の種類には，人生儀礼，独立記念日，帰省者や

来客の歓送迎，クリスマス，イースターなど大

小さまざまあり，すべてボータキという用語で

指示されている。筆者がタピテウエアに滞在し

た延べ13カ月の期間中， N村の人々が関係した

饗宴の数は80回にものぼった。この回数は月平

均6回に相当するc 饗宴の参加者は，行政単位

の村や島（タピテウエア・サウス）全体，プロテ

スタントやカトリック教会信徒，その下位集団

など，さまざまなレベルの集団成員であった。

人々は機会に応じて集まり，共食を行う。歌や

踊り，来客からの贈与が付随することもあれば，

食事をともに摂り，食料を分配するだけで終わ

ることもある。後述するように， ときに在地の

威恰食料を持ち寄る場合もあるか，威信食料供

出が行われる場合が饗宴開催の全体数に占める

割合は 1割程度と小さい。むしろtとして輸入
食料が調理され，共食の場で消費されるのであ

る。

饗庭の種類や規模は多様であるか，必す既婚

男性や来客が共食する。歌や踊りといった娯楽，

タハコ等の物品や金銭の贈与が行われなくとも，

饗宴には必ず共食がともなうのである。饗宴は，

競合あるいはときに敵対さえする，異なった集

団や世帯の代表が集会所等に集まり，秩序を維

持して共食する場である。公の場でともに食事

を摂ることにより，集団や世帯間の社会的靱帯

を構築あるいは確認し，集団主義的社会理念を

再生産するのである。つまり饗宴を成り立たせ

るのは，異なった属性をもつ者たちが集まり，

共食することなのてある⑪15)。以上から，輸入

食料およびその消費が，タビテウエアにおいて

単なる栄蓑物としてのみならず，社会・文化的
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に重要性をもつことが明らかであろう。

3. 論文の目的およぴ構成

この論文では，スワンプタロやパンダナス等

の在地で得られる植物性食料資源と商店で購人

する米や小麦粉等の輸入食料，すなわち外来お

よび在地の糖質食料に焦点を当てる。そして第

lに，筆者自身が調査期間中に遭遇した食料欠

乏を視野に人れ，資源の限定された環境におけ

る生業経済と輸入食料の関わりを考察すること

を目的とする。第2に，単に輸入食料に依存す

るという受動的な側面だけでなく，いかに彼ら

が現代的食料システムに外来物を取り込むかと

いう点，そして輸人食料に彼らが与えた新しい

価値についても論じたい。

まず第 1節で，タビテウエア環礁の特殊な自

然条件および在地の植物性食料資源の利用を概

観する。この自然条件が植物性資源の種類と量

を限定し，他のオセアニア島嶼部の糖質性食料

資源との差異を生じさせる基盤となっているの

である。また在地食料はココヤシとパンノキを

除き，生産が衰退していることをみる。第II節

では村落における人々の現金収入の状況につい

て述べる。現在，村人たちは海外への出稼ぎの

機会さえも制限されており，唯一の換金作物で

あるコプラに現金収人を依存していることを示

す。続いて第Ill節ては物資移人の通常期および

欠乏期における村人の食生活をみてみる。ここ

では在地の糖質食料資源は，日常的には食料の

ごく一部を占めるに過ぎないことがわかる。物

資欠乏期でさえも，ココヤシ以外の在地の植物

性食料が内める割合は低く，輸入食料に依存せ

ざるを得ない食料事情をみることができる。さ

らに第N節では，輸入食料品のもつ威信につい

て述べ，愉人食料を彼らの社会・文化に取り込

んでいる事例を提示したい。日常食だけでなく

饗宴の食事においても，輸入食料か重要な位置

を与えられているのである。また輸入食料， と

くに小麦粉は人々の工夫によって多様な料理を

生み出す材料にもなっている。

栄養不良や経済開発の問題は深刻かつ重要で

ある。しかしこの論文では，輸入食料が厳しい

環境条件下での重要な糖質食料となっているこ

と，社会的に威信をもつ在地食料は生産が低ド

しながらも維持されていること，さらにタビテ

ウエアの人々が，世界経済システム周辺部に受

動的に取り込まれているだけではなく，外来物

に対して自律的に変形を加えて取り込んでいる

ことを強調したいc

（注1) R.R. Thaman, "Deterioration of Trad1-

tional Food Systems, Increasing Malnutrition and 

Food Dependency in the Pacific Islands." Journal 

()fFood and Nutガtion,vol. 39, no. 3, 1982, pp. 109-

lll. 

（注2) 栄養問題についてのレヴューは以Fに詳しいc

Thaman, "Deterioration of...," pp. 111-113/N. J. 

Pollock, These Roots Remain (Honolulu: Univer-

sity of Hawaii Press, 1992), pp.191-229. 

（注3) ルイスはキリバスについて，輸入食料依存問

題を栄養不良および財政圧迫による開発遅滞と関連づけ

て論している。 D.E. Lewis, Jr., "Gustatory Subver-

sion and the Evolution of Nutritional Dependency 

in Kiribati," Food and Foodways, vol. 3, Special 

Issue. 1988, pp. 92 94. 

（注4) トンカのバニラについては SitiveniHala-

pua, "The Role of Government in Providing Ade-

quate Food Supplies: Tariffs, Quotas, Subsidies 

and Other Apprc,aches," in Food and N.叫 onal

Development in the South Pacific, ed. R. R. Thaman 

and W. C. Clarke (Suva:じniversityof South Pa-

cific, I 983), p. 86.それ以外は Thaman,"Deteriora-

tion of..,," pp.113-114による。

（注5) 印東道-f・ rオセアニアの島嶼環境と人間居

住」 Tropics,vol. 3、no.1, Jan. 1994, pp. 96-99. 
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（注6) 糖質とは炭水化物と同義である。したがって

ここでいう糖質食料とは，スワンプタロ，パンノキやバ

ンダナスの果実．輸入米や小麦粉等を指す。ココヤシの

実にも糖質は多いが，むしろ脂質を多く含有している。

通常オセアニア島嶼部では．糖質食料が「真の食料」と

みなされることが多い (Pollock, These Roots Re-

main, pp. 22-27 /T. Akimichi, "A Note on Palauan 
Food Categories," Bulletin of Natio加 lMuseum of 

Ethnology, vol. 5, no. 2, June 1980, pp. 598-600)。

（注7) Pollock, These Roots Remain, pp. 215-218. 

（注8) I. G. Turbott, "Diets, Gilbert and Ell ice 

Islands Colony," Journal of the Polynesian Society, 

vol. 58, 1949, p. 43/S. Parkinson,''Food Conditions 

in the Gilbert Islands," Transactions and Proceed-

ings of the Fiji Society, vol. 6, Dec. 1959, p. 67.なお

グリンプルは1930年代にはすでに， 音似）島々て砂糖，

米，ネイビー・ビスケットがほぼ主食に近いことを指摘

している (A.Grimble, "The Migration of a Panda-

nus People," Journal oft如 Polynesi如 Society,vol. 

42, Mar. 1933, p. 30)。

（注9) キリバス共和国はギルパート（キリパス），ラ

イン．フェニックスの3諸島からなる。人口の90％以上

がギルパート諸島に居住している (Reporton the 1990 

Census of Population, Vol. 1 (Tarawa: Statistics 

Office, Ministry of Finance, 1993〕）。タビテウエア

環礁はギルバート諸島南部に位置する（地図参照）。以

下．本稿ては現地語を優先する立場から．ギルバート 0)

語を用いず．国名および諸島名ともにキリバスと表記す

る。なおキリバスとはギルパートの現地語読みである。

（注10) Grimble,''The Migration of a Pandanus 

People," journal of the Polynesian Society, vols. 42. 

43, 1933-34 

（注11) ココヤシ加—t物が盛んに交易に用いられるよ

うになったのは19世紀である。ただし．ココヤシ以外に

とりたてて経済的に有用な資源がなかったことから，第

2次世界大戦まてキリバス離島部は．出稼ぎ労働を除く

と経済的にはほとんど放任状態であった。これをオリバ

ーは，現地型コプラ経済 (native-style copra econ-

omy)といってし》る (D.L. Oliver, The Pacific Island、
3rd ed.〔Honolulu:University of Hawaii Press, 

198別， pp,138-141)。その後．第2次世界大戦か勃発す

るとタピテウエアからヨーロッパ人や中国人は退去し彎

島は世界経済から完全に孤立してしまった。ある長老に

よれば，「昔の祖先と同じ生活」を強いられたという。

そして，燐鉱石採掘の出稼ぎが衰退した現在，現金収入

を主としてコプラ生産に依存せざるを得なくなっている3

（注12) ヤムイモが威信を表す例として，パプアニュ

ーギニアのグッドイナフ (Goodenough)島． ミクロネ

シア連邦のポーンペイ (Pohnpei)およびフィジー (Fiji)

の事例をあげておく。 M.W. Young, Fighting with 

fiJnd: Iぷadcrship.Vall紀、,,and Social Control in a 

Massim Society (Cambridge: Cambridge University 

Press, 1971)/ A. Shimizu, "Chiefdom and the Spa-

cial Classification of the Life World: Everyday 

Life, Subsistence, and the Political System on 

Pona詞 'inhlande応 andTheir Outside World, ed. 

M. Aoyagi (Tokyo: St. Paul's University, 1982)/ 

J W. Turner, "True Food and First Fruits: Rituals 

of Increase,''Ethnology, vol. 23, no. 2, Apr. 1984. 

（注13) M. Kahn and L. Sexton, "The Fresh and 

the Canned," Food and Foodways, vol. 3, Special 

Issue, 1988, pp. 10-11. 

（注14) Pollock, These Roots Remain, pp.124-126. 

（注15) この論文の主要な論点からはずれるため，村

落社会や餐宴について詳細に論しることばしない。タビ

テウエアにおける集会所および饗宴については．別稿に

て詳細に論じる予定である。

I 生業経済の現状

キリバス共和国は中央太平洋に位置する島嶼

国家であり，島々はいわゆる珊瑚礁の「低い

島」である環礁やリーフ島からなる。この節で

はまず環礁の自然条件について概要を述べ直 l),

スワンプタロ，パンダナス，ココヤシ，パンノ

キの利用について概観してみる（注2)。

1. 環礁の自然条件

環礁は火山島や大陸島に比較して陸地面積が

狭く海抜も低い（環礁概念図 1,2)。通常，環礁

では最高地点でさえ海抜3~5メートルしかな

い。土壌は珊瑚性の石灰質であり，有機物の堆

積は未発達である。さらに筆者の調査地である
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キリハス南部環礁における輸入食料依存の実態

環礁概念図 1

（出所） R. Catala, Repori on /he Ci,も国1sla孤:S: Some Aspects of Hun辺nEculog;,; Atoll Research 
Ilulletin, No 59 (Washington, D. C.: National Research Council, 1957)より改変
（作図）原美穂。

環礁概念図 2

平均潮位
＾ ＾“ご――"-
9 ▼ •, - ＾ ,̂. 9、..

9 -し ハ、ヘ・ミ＇・、へ ぐ

＼ オーシャン
‘‘ 
‘̀ 

｀ （出所） C. A. Small, Atoll Agriculture i11 the Gilh叫 IさIdIId、ヽ(Tarawa:Departm四 tof Agriculture, 
1972)より改変。

（作図）原芙穂。

.”.・ 

なと--1~ ふ＾亡之点
-一~ → マングローノ

タビテウエア環礁は，中央太平洋の乾燥帯に位 水は吸い込まれてしまう c このような自然環境

岡しているため，降雨鼠は年平均1000ミリメー 下にあるため，タピテウエアを含むキリパス南

トル程度しかなく， ドライアイランドとよはれ 部の島々においては，生育する植物のバイオマ

る島嶼群のひとつに数えられている。かつては スが自ずと限定されている。

しはしば旱魃に襲われたというり戸） 実際，筆 このような有限の土地面積，貧弱な.t壌，不

者の滞任期間後半の1995年3月からキリバスを 安定な降雨魃といった諸条件のドて，植物性の

去るまで1年間，まとまった降雨はほとんどな 糖質食料を安定して獲得するには，さまざまな

く，ココヤシが実をつけなくなったり，パンノ 技術や知識に加えて多大な労働投資か必要で

キが枯れる等の影響があった。かりに少しはか ある。島の人々は灌木か主たる優占種であるフ

りの降雨があっても，砂質の表七から瞬く間に 、Jシュを開墾し，乾燥に強く耐塩性の有用植物

，
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（パンダナス〔Pandanu.,tectorz恥〕，ココヤシ：Cocos

nucifera)）を植え付けていったのである。さら

には長期間土中に放閻しておけるスワンプタロ

(Cyrtosper加 chamiss on is)を坑耕作 (pitcultiva皿

tion)という方法で施肥をしつつ栽培してきた。

これらの知識，技術，労働投資等の人間活動は，

環礁への適応とみなしうる，灌木から自然条件

に適合した栽培植物に償き換えていくことて環

境を改変し，有限のバイオマスを食料資源へと

転換し，食料牛産を増大させていったのてある 3

2. スワンプタロ

スワンプタロ（民俗名バハイ：bwabwai)）は比

較的耐塩性であり，収穫しなけれぱ長期間土中

に保存できるため，環礁の自然条件に適合した

作物である。キリハスでは，坑耕作法という特

殊な技術を用いて栽培する。環礁の地下には相

対的に比車の小さい淡水か，海水のいこ凸レン

ズ状に溜まっているげ4)。つまり島の内陸部は

海岸部よりも，地下の浅いところに淡水かあり囀

水の層が)!/-いのである。坑耕作とは島内陸部に

地ド水が滲出するまて穴を掘り，人工的に沼状

の田を作ってスワンプタロを植える方法てある、9

その穴の深さは50センチメートルから 3メート

ル以上に及ぶこともある。そして，田の中に植

えたスワンプタロ株0)閲囲にハンダナスの虻で

作ったロープ（プキ、Cbuki〕）を何重にも巻き，

株0)根元とロープの空隙に落葉や泥を人れて肥

料にする。このような丁寧な施肥作業を繰り返

して栽培するのである。品種による差もあるか｀

イモが成熟するまでに 1~ 7年かかるというし9
スワンプタロの耕作には多大な労働投資が必要

である。

スワンプタロは威伯食料といわれ，かつてしよ

集会所でその項さを競い合った。ライハルに打

10 

耕作田の中でスワンプタロを収穫する長老男性。耕作田は

地下水が滲出するまで掘削して，人工的に作ったものであ

るe 株の周囲には．パンダナス葉のロープ（プキ）が巻か

れており，その内側は施肥されている。＝麻者撮影（以F

の写真も同様）

収穫されたスワンプタロ。写真の塊根は長さ70センチメー

トル，最大幡30センチメートルの大きさてあったc

ち勝つために，人々は大きなスワンプタロを熱

心に育てたという註3)。教会や植民地行政府に

よって繁止されて以降このような競争は衰退し會

現在ではみられない。しかし今でも大きなスワ

ンプタロを栽培できる人は，その知識と技術を

高く評価され，他人から羨望の目でみられるの

It0)イモを集会所などに持ち寄る機会かあると

きには，供出者は大きなスワンプタロを選んで

持っていくのであるc

第2次枇界大戦以後、 スワンプタロ耕作田の



1997070013.TIF

ぜ，さらにトディーシロップなどで味付けし，スワンプタ

ロの葉およぴ米袋で包み，鍋で煮ているところ。 2本の鉄

棒で石に架橋した簡易炉を調理に使用している3

出来上が一刃だプアト閃。下に敷かれているのは，プアトロ

を包んであったスワンプタロの葉である。

放棄についていくつもの報告がある国6)。タヒ

テウエアのプッシュでも，放棄されて中身のな

い耕作田が数多くみられるし，全く誨肥をしな

いで放置してあるスワンプタロ株も多い。スワ

ンプタロの耕作低下は確かなことである。しか

し，そうかといって全く耕作をしていない世帯

は皆無である。 ＾方では，新たに耕作田を掘っ

たり，長期間放棄していた耕作田を手直しして

再利用する例もみられた。スワンプタロは日常

食としてはほとんど利用せず，その耕作に

す労慟投資は削減されている。同時に，社会的

な必要性と威伯のために人々は耕作を維持して

キリパス南部環礁における輸入食料依存の実態

ペケイの調理。プアトロにココナツミルクを混ぜ，搭で形

を崩して練る3

出来上がったペケイ。ペケイはペースト状になり，ココナ

ツミルクは完全に生地になじんでいる 3

いるのてある。

通常の食事では，イモは皮をむき，切ってか

ら鍋て煮て食へるいし7!。また主に質宴用のイモ

を材料にした料理は 2種類あり，ブアトロ (bu-

atro)およひペケイ (bekei)いわれる。ブアトロ

とは生のイモをすり Fろしてココヤシのトディ

ーシロップてUく味を付け，スワンプタロの葉

とビニール繊維布で包み，鍋て烈たプディング

のことてある。さらにココナツミルクをかけな

から，棒を使ってプアトロの形を崩して紬り，

ヘースト状にした料理をペケイという。後述す

るか，これらの料理には小麦粉をつなぎとして

II 
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るのが1惰通である。また全くスワンプタロ

を使わず，小麦粉や米のみを材料にして甘＇く

付けしたプディングもある。これもやはりプア

トロやペケイとよぶ。

3. パンダナス（タコノキ）

パンダナスは主に環礁で食べられる

るほ8)。キリバスではパンダナス

く命名されており，筆者が村で集め

俗名も50近くあった3 しかし一部を除いて品幅

あ

多

を見分けることは筆者には困難であった。パン

ダナスは，年によって収穫量にはかなり差かあ

る。実際に1994年10月には大贔U)結実かみられ

たが，等年の詞時期にはほんのわずかだった。

ある長包い）によると，以前は気根を植え

させたというが今は行っていないという。む

しろ，ココヤシを植え付けるためにプッシュに

火を人れ，パンダナスを切り倒してしまう。

パンダナスの果実は中心の核と外側の小核果

からなる。個々の小核果は簡単に分けられる。

この生あるいは煮た小核果は、f供や女性の格好

のおやつとなるa パンダナスが結実する季節に

なるとプッシュヘ長い棒を持って収穫に行く，

先端にナイフを挟んた棒を使って果実を落とし，

麻袋に人れて持ち掃る。ひとつの果実か3~6

キログラム以上もあるため，ブ・ソシュから付ま

で運んてくるだけでも吊労働である小核果を

薄くスライスして汽込み，棒て突いてココヤシ

の果肉を混ぜたスープ（トトキ (totok1)はハン

ダナス収穫期の料坪である。

パンダナスには2種類の保存食料が知られて

し)る。とくに11常的な食事にはカププ (kabubu)

といわれる粉未状保存食を食べていた これに

水を加えて飲むのか通常の朝食たった しかし

現在40歳代の村人は、彼らか了札1共の頃にはすて

--;;t ·•;•：が．．に電汎や•ハン甜ナスの木し·・気積・・：よび鳳宴が見、叉

る。髄方の樹木はココヤシおよぴパンダナスであ地。

収議されたパンダナスの果実3 熟すと小核采が簡卓に核か

ら分隈てきる J 写真左の白いものは，完全に小核果を取り

除いた核である，

にカプフをあまり食へなかったと喰者にし}って

し心。人々はカププを作るのぱ項労慟なのても

う『I• らなし、 0) だとし>うう現在ても作って L' るの

12 
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ペーカでパンダナスの果肉を削り取る作業（シラシラ〔tira-

tira〕）。左のたらいには煮た小核果が入っている。女性の

周囲では，シラシラ後の小核果を子供たちがかじっているぐ

i) iii'，った棄膚（マ

カノ）を薄く謳ばす•i]覆（カポラポラ (kaborabura〕）。コ

コヤシ葉マットにシマハピロ（民俗名ウリ〔叩〕， Guettarda

speciosa)の葉を敷き，その上にむらのないよう均質の厚

さに延ばしていく。この後，天日干しして乾燥させるとト

ウアエがてきる。

はトゥアエ (tuae)とよばれる板状保存食てある

バローは太平it島嶼部てば般に，ハンダナス

は威イけの低し寸食料たと述べてt¥るか{,1]11)、 こ())

トゥアエはキリバス南部ては威信食料てある r

スワンプタロと同様，帰省者歓迎の資宴や来客

川に，集会）iliや来客の寄宿しているtit帯に卜勺

ア工を持ち寄る機会かある"村の各枇閤はそれ

を必す供出しなけれはならなし¥.50歳代のある

男性によれは集会所て[l論か起こったときに囀

キリパス南部環礁における輸人食料依存の実態

完成品のトウアエc 写真は，折り畳んだトウア工を何枚も

重ねた状態である，

トウアエにココナツミルクを塗ってロロを作る，

決着をつけたのたという。現在の村人たちは怠

＇惰てあり、 卜，1ア工を少ししか作らなくなって

しまったと誰もがt¥うこ

さて，プッシュから収穫してきた果実は小核

果にばらし，大きなたらし只て煮るかあるいは地

炉て1i蒸しにする。つぎに木0)枝に半円形の金

属l]を固定した道具（ペーカ [beeka〕）で，調刑

済みの小核果の果肉をこすり取る c ヽド固体の果

内をマカノ (makano) とし)ぅ。これに削ったコ

コヤシの果肉を混ぜて食へることもある心この

食料をタカウリ (tangauri) としヽう C lヽ，ぅア工を

作るには、こ(})マカノを30センチメートルx50

トゥア工をどれたけ持っているかを説しィ合って センチメートルくらし lに薄く延はして天日「し

1 3 
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にするのである。 4日から 1週間干し，累肉が

橙色から赤黒い色に変色して完全に乾燥すれば

出来上がりである。 トウアエは2年から 7'『は

保存可能であるという。

トゥアエは通常，ココナツミルクを疇って柔

らかくしたロロ (roro)とよばれる料理にして食

べる。また協同労働時には，削ったココヤシの

果肉をトゥアエに混ぜてこねた鰻頭（タガナ

[tangana〕）を持ち寄るよう長老によって決定さ

れることもある。また水にトゥア工を溶かした

甘い飲料（メロメロ[meromcro:）も時々作られる 2

トゥアエもスワンプタロと同様に， tとして

社会的必要のために保持されている。栄なる嗜

好の変化というよりも，人々は［］常的にトゥア

工を消費すること避け，わずかに生産して必変

なときにのみ消費するようにみえる。

4. ココヤシ

パンダナスに加えてココヤシも，環礁の自然

環境に最もよく適合した有用植物種である。村

のある長老によれば，かつてココヤシぱ今より

少なかったという＜，現在も人々はブッシュに火

を入れてココヤシを植え付けている（〉プッシュ

には灌木に混じってパンダナスか牛育している

が，かまわず開墾している。長期的にみれはパ

ンダナスを押しやってココヤシが増加している

傾向があろう川］］）。ココヤシの増加には，唯一・

の換金作物という経済的な重要性が関係してい

る。歴史的にも， 19世紀中棄以降から第2次世

界大戦までの期問，住民は島に在住した商人に

ココヤシの実を売って現金を人手し，タバコな

ど外来物の購人にあてていたいい2)。現在でもそ

の経済的重要性は増大し続けている。村人が生

産したコプラは，隣村にあるコプラボード(Copra

コプラ作り。ココヤシの実を割ってから数日放置して乾燦

させ，果肉を取り出す。この作業をコウ・ペン {kouben) 

という。取り出した果肉をプッシュから屋敷地に持ち帰り，

さらに天日干しするc

出来上がったコプラを麻袋に詰めて，コプラポードに運ぴ，

計量する＇，

ココヤシの実は現金と等価物とみなされており，

ココヤシの実 1個か10豪セントの価値をもつと

いう認識が広範に共有されている。物資欠乏期

に首都からタハコを空輸してもらい，小商売を

していた男性かいた。彼は現金の代わりにココ

ヤシでタバコを売っていたのである。また落下

したココヤシの実を拾うことは窃盗とみなされ，

1：地境界線上でのココヤシの実の奪い合いがし

ぱしは昭嘩を引き起こす。

経済的価値のみならず彎食料資源としてもコ

Board,コプラ買い取り所）いil3)に連んて換金するヘ コヤシは屯要である。毎朝夕，ココヤシの花牙

I4 
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少雨のため枯れたパンノキ。パンノキは集落の道路脇に植

えられている，，撮影地は，タピテウエア環朧とほぼ同緑度

にあるニクナウ (Nikunau)島である。

左上が収穫されたパンノキの果実。中央下には皮をむいて

スライスしたものが見える¢

キリハス南部環礁における輸入食料依存の実態

成熟したココヤシの実（ヘン：ben〕）は，人々

が最も頻繁に食べる在地食料である。その果肉

をプッシュナイフで切って，あるいはすりドろ

して食べる。とくに朝食時にはすり下ろした果

肉を甘い紅茶やトディー，薄めたシロップに加

えて飲む。果肉から絞ったココナツミルクはと

くに饗宴時の調理には欠かせない調味料である。

タビテウエアでは， まだ青いココヤシの実（モ

イモト〔moimoto〕）の果汁を成人が飲むことは，

プソシュての労慟時を除いてほとんどない。こ

れは乳幼児や病人の飲料とみなされているため

であり，成人が世帯で飲む0)は恥ずかしいとい

う。ココヤシの実は成熟するまでとっておくべ

きものなのであるc

ある長老によれは，昔はハンダナスをとりに

遠く離れたプッシュまで行ったが今は行かない

という。しかし、ココヤシの実をとりに遠くま

で行くことは現在普通にみられるつまた，ス

ワンプタロ耕作田では 1, 2カ月に一度しか労

働しない人がほとんどだが，コプラ生産は誰も

が熱心に行っているのである。現在人々にとっ

て，現金収人源，また食料としてココヤシは最

を切って樹液を採取することは，キリバスの青 も直要な植物種である。そして労働投資もコプ

少年の重要な什事てある。この樹液をココヤシ ラ生産に傾斜しているのである。

トディー（カレウェ (karewe]) としヽう。これを 5. パンノキ

放閻して 2~3日もすると自然発酵して，いわ ラグーン沿いの集落にはパンノキか植えられ

ゆるヤシ酒になる。生のトディーを飲むことも ている。これらのパンノキは種子をもつ品種

あるが，通常は採取後すくに煮て発酵を止める,. (11 rtocarjms marian nensis)である，，現在村に生え

これに水や紅茶を加えたものが人々の最も普通 ているパンノキは，すでに亡くなった長老かタ

の飲料である。さらにトディーを殺詰めると． ビテウエア・ノースから種子を運んで植えたも

茶色から黒色をした甘いシロップ（カマイマイ のに由来するとしヽう。せ tヽせい30年前のことら

lkamwaimwai〕）となり，長期間の保仔か可能 しt;:、別の長老か主張するには，パンノキはキ

である。トディーやシロップは調哩，飲料とし リハスの栢物ではなし)という。パンノキは太平

て，村落't活に1<III欠な牛産物てある， 洋上に広く分布しているため， この主張は容易
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には受け人れがたい。しかしこの植物は旱魃に

弱<, 2年ほど降雨量が少ないと簡単に枯れて

しまうという（注］4)。実際に1995年には雨か少な

く，枯れ始めたパンノキがあった。また島の幅

が狭いところでは地下水の塩分濃度の影響があ

るためか，パンノキは生育していなし＼2 パンノ

キは結実さえしていれば非常に有用な食料資源

である。しかし島の自然条件， ことに不安定な

降雨景の影響を受けやすいため，安定した食料

資源とはいい難いのである。

パンノキの果実（パン果）は通常，鍋て煮る

か直火で焼いて食べる。賽宴時にはスライスし

て油で揚けたり．砂糖またはココヤシシロップ

で甘く味付けしたココナツミルク煮が供されるて9

カロリン諸島で作られるような貯蔵パン果は全

くみられない。

以上のように，環礁の自然条件への適応的技

術を人々は発達させ，維持してきた。しかし次

節以降にみるように，現在村ての生活には現金

が必須であり， U常の糖質食料の大部分は輸人

物が占めているのであるば15)。現在の村人はむ

しろ，環礁の自然条件に加えて，世界システム

周辺部の貧困性への適応か必要となっているの

である。

（注 l) 太平洋島嶼の生態的特徴については以ド0)文

献に詳しし、。 II.].Wiens、Atollfan}げonm,・ntand 

恥 lq且ylNcw Heaven: Yale University Presふ

1962)/F. R. Fosberg ed., lvtan'、Pl{l/會cin th,: island 
F:cosystem (Honolulu: Bishop Mu;.:eum Press, 196:l) 

/R. Catala, R(・,purt (m th (;ilb€rl lゞlands:、ゞom{’

小加els1~llium11n f:cology, Atoll Research Bullt>tin, 

No. 59 (Washington, D. C.: Kational Research 

Council, 1%7). 

（注2) キリバスの食用植物については以ドv'）文献を

参照した0 K. Luomala. F:thnohotany of the Gilhcrt 

I6 

Islands, Bishop Museum Bulletin 213 (Honolulu: 

Bishop Museum, 1953)/Catala, Report on the Gil-

紐 1Islands... /R. R. Thaman、Plantsof Kiribati: 

A Listing and Anal灼sof Vernacular Names, Atoll 

Research Bulletin No. 296 (Washington, D. C.: The 

Srnithonian Institution, 1987). 

（注3) キリバスの気候については以下の論文を参照

したc M. H. Sachet, Climate and Meteorology of the 

Gilbert lsねnds,Atoll Research Bulletin, No. 60 

(Washington, D. C.: National Research Council, 

1957)/Wiens, Atoll Environment. 

（注4) 珊瑚礁の島は多孔性の岩からなっているため，

地卜深くまで海水が浸透している。その上に雨か降り淡

水か浮いた状態になるのであるe この凸レンズ型の淡水

屑を “Ghyben-Hcrzberglens"とよぷ (Wiens.Atoll 

Environment..., pp. 318-326)。

（注5) K. Luomala, "Babai (Cyrtosperma Cha-

missonis): A Prestige Food in the Gilbert Islands 

Culture" (Moscow: VlI International Congress of 

Anthropological and Ethnological Sciences, 1970), 

pp. 488-499/K. Luomala, "The Cyrtosperma Sys-

temic Pattern-Aspects of Production in the Gilbert 

Islands," journal of the Polynesian Society, vol. 83, 

no. 1, Mar. 1974, pp.14-34. 

（注6) 例えばCatala、Reporton the Gilbert Is-

l,mds..., pp.岱 69/R. Watters et al., !lbema加

(Canberra: Australian J¥;ational University, Devel-

叩 mentStudies Centre. 1984), p. 52/R. Lawrence. 

1'1mmw (Canberra: Australian :Kational l!r1iver-

sity. Development Studies Centre, 1984). p. 66等か

あるらなおタビテウエア・サウスにおける耕作田放棄の

現状については，別稿にて詳細に論じる予定である 9.

（．注7) 鍋が普及した0)は燐鉱石採掘出稼ぎ以降てあ

るしそれまては主に地炉（ウムウム〔umum:)によって

イi蒸しにするか，焼くのみの調理法であったC オセアニ

アに広く分布ずる地炉は石蒸し調理法で用いられる，地

血こ掘った穴d)中て薪を燃やして拳大の石を熱し，火か

浴ちてから材料を人れて調理する、，タピテウエアては現

在はとんと地炉を使わす，簡易炉（アイ［ai〕）で鍋を使

）て謁罪する野鴻洋 i'.r {i蒸し焼き料坪法の諸相

オセアニアにおける調理の民族考占学的研究に向けて

に民族学研究』第59巻第2号 1994年9月） 146~

16(）ページを参照されたい。
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（注8) J. Barrau, Subsistence A炉culturein Pol-

ynesia and Micronesia, Bishop Museum Bulletin 

223 (Honolulu: Bishop Museum, 1961), p. 36. 

（注9) 長老とは，ウニマーネ (unimwane) とよば

れる男性年輩者（村では50歳代後半以上）を指す。キリ

バス南部はかつてより首長がおらず，集会所において長

老たちが合議によりコミュニティーのすべての事柄を民

主的に決定し，犯罪者を裁いたり，戦争や和平の柑談を

したという（例えば， H.P.Lundsgaarde, "Law and 

Politics on N onouti Island," in Culture oft加 Pa-

czガc,ed., T. G. Harding and B. J. Wallace (-"lew 

York: The Free Press, 197虹 p,248)0現在でも，あ

る特定個人が権力をもつことはなく，島や村内の事柄を

決定する0)は，長老たちの合議である3 集会所内の饗宴

や合議で発言するのも七として長老てある。また長老以

下の既婚男性をロロプアカ (rorobuaka.戦士）とよふc

(itlO) Barrau, Subsistence..., p. 36 

（注l]） ゲッデスは1973年のタビテウエア・ノースの

調究で，人々はパンダナスを収穫するために8キロメー

トル程遠くまで行くか、ココヤシは居住集落の近くで集

めると述べている¢これは集落の近くにココヤンを植え

ていったためだろう。コプラの価格が上昇した後，人々

はパンダナスの結実期であっても，ココヤ／0）実の収集

に多くの時間を費やしたと書いている (W.H. Geddes, 

Tabiteuea North. Atoll Economy: Social C/zanf{c in 

Kiribati and Tuvalu, no. 2 (Canberra: Australian 

National University, Development Studies Centre, 

198幻， p.112)。

（注12) 捕鯨船員，交易者，奴隷商人などヨーロッハ

人が頻繁に島々を訪れ，接触が盛んになった0)は19世紀

である（，その中心は英領ギルバート諸島北部であったc

南部に祁人進出が本格化したのは19世紀中葉以降てあっ

た＇・，ココヤシ油から 1i鹸や蟻燭など0)工業製品が製造さ

れるようになり，その交易が盛んになったためてある

(H. E. Maude and I. Lesson, "The Coconut Oil 

Trade of the Gilbert Islands," Journal IJ.(I枷砂l-

ynesian Soticty, vol. 74, no. 4, Dec. 196:i, pp. 409-

412）。その後， 1870年代にはココヤシ油からコプラヘ交

易品は阻換された (B.Macdonald, Cinder』⑮ ()，f tiれ

Empire l Canl1erra: Australian Nationalじniversity

Press, 1982), p. 27lcしかし耕作可能な土地か少なく呵

植民者が住み着くことはなかった。浜辺に交易所を建て

た程度てあった (Oliver,The Pacific.... p. 139),＇片

キリバス南部環礁における輸入食料依存の実態

初は現金を介さず，直接の物物交換であった。

（注13) コプラポードは，島の生協組織と提携して住

民からコプラを買い上げ，船積みして首都へ送る。

（注14) カタラはキリバス南部では旱魃のため10年に

一度はパンノキを植え直す必要かあるという宣教師の言

葉を引用している (Catala,Report on the Gilbert Is-

lands..., p. 61lc 

（注15) 糖質食料の輸入物資依存とは対照的に，タビ

テウエアにおける漁搭活動は現在でも維持されている。

日常的な蛋白性食料消費9こついては，一部缶詰の利用か

あるものの，魚介類の自家消費や小規模な売買9こよって

ほほ在地で賄われている。

II 村における現金収人

キリバスを含むオセアニア島嶼国に関する国

家レペルの経済学的研究は数多いが⑭1), 1979 

年の独立以降，キリバス離島部の村落社会にお

ける日常的な経済活動についての詳細な報告は

少ない。この節では，キリバス南部離島，タビ

テウエア環礁のN村における住み込み調査で得

た30世帯に関する資料から作成した表 1に基づ

いて，付人たちの日常的経済活動を提示したい。

英領ギルバート諸島（現キリハス共和国）では

植民地化されて以降，バナバ (Banaba)島（現キ

リバス共和国）や西隣りのナウル島（現ナウル共

相国）への燐鉱石採掘出稼ぎ労働者からの仕送

りか，住民の主要な経済基盤となってきた。と

ころが独立時の1979年にはバナバの燐鉱石が枯

渇し，現在ではナウルでもほぽ枯渇した状態に

あり，独立以前に隆盛した出稼ぎ移民およひ送

金の基盤を失った。現在の国家財政はバナパで

の利益をもとにした歳人均衡化準備基金 (RERF),

外国漁船の領海内操業と引き替えに得られる入

漁料に大きく依存している (it2)99

タビテウエアのN村においても今世紀初頭か
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守 I， 成人数2)世番帯号主 コ：
収ノ

（人） （人） （豪ド

① 6 5 

② 8 5 

③ 10 5 

④ 5 3 

⑤ 6 4 

⑥ 2 2 

⑦ ， 4 
⑧ 4 2 

⑨ 11 5 

⑩ 11 8 

⑪ 3 2 

⑫ 4 2 

⑬ 7 5 

⑭ 5 2 

表 1 N村における30世帯の経済状況

1994年定収 I1995年定収l豪仕外ド送国ル船り4I I 経出稼ぎ験5) I 商売．その他
(I月）

61.9 ; N ドーナツ，ナマコ
34 I 1 100+50 N 商店 (95年4月）
40.6 地方裁判官地方裁判官 50+50 B, N 魚，ナマコ
長 (120) 長 (12())

1 6. 4 娘の夫 B, N 
1 娘教員．娘公務員

56.1 カウンシラ長 カウンシラ T,亡父N
25.6 亡父N 魚
33.5 臨時教員 魚

(50) 

28.3 B, G 
48.7 パトロール 警察官(72) 110;80 

(19) 

83.2 妹の夫 父B
37.5 妻の兄 N, T パン，魚魚，ナマコ
パトロール パトロール イトコ i 
(19) (19) 

51.4 I 
航空会社エ I 

妻の兄 妻り）兄船員，姉教員

27.7 航空会社エ G 魚
ージェント ージェント

国会議員 国会議員 100 

64 I 亡父N
82.6 I商店 (95年6月）

9
1
5
4
 

⑮

⑯

⑰

 

494 

⑱ 4 2 23.3 亡父N 商店 (95年7月）
⑲ 3 3 

⑳ 2 2 24 姉上級公務員

⑪ 10 4 66.8 B, N 

⑫ 7 5 40 魚

⑬ 2 2 1 3. 8 I 
， 

B, N 魚，ナマコ， 

⑳ 4 3 31.6 100;50 B,N 

⑮ 5 2 35.3 

⑯ 3 2 24 空港(3業0務補，空港業務補
助） ：I 助 (30)

⑰ 7 3 14.7 i 80+40 亡夫N

⑱ 7 2 36.1 パトロール パトロール
(19) (19) 

⑳ 4 2 G 

⑳ 3 2 27.7 N 

合計 180 105 1,028.8 ， 

—-- -

（出所） 筆者調在による。

（注） 調査は1994年10月～95年 1月，および95年8~11月0)2期にわたって行った、9
表中の空欄は該当なし。

表中の系譜関係は，すべて世帯主からみたもの。
l) 世帯員数は前期調究時の資料。

2) 15歳以上を成人とした。
3) コプラ収入は島のコプラポードの台帳 (1994年7月～95年6月）から抜粋した。
4) 外国船仕送り欄のプラス（＋）は1人の出稼ぎ者による世帯内の2人への仕送りを，セミコロン(;)
は2人の出稼ぎ者による 1人の世帯員への仕送りを表す。
なお，世帯内に出稼ぎ者がいる場合には仕送り金額をボし，世帯外の場合には出稼ぎ者の世帯主との系
譜関係を示した。
5) 出稼ぎ経験欄のNはナウル， Bはバナバ， Tはタラワ， Gはドイツ商船を示す。なお， とくに注記しな
い場合は世帯主の出稼ぎ経験を示す。
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キリハス南部環礁における輸入食料依存の実態

図1 ナウル，バナバ出稼ぎ経験者数（男性）

の年齢別分布

3
 

2
 

゜20 30 40 50 60 70 死亡（歳代）

（出所） 筆者調査によるわ

らバナバヘの，ついでナウルヘの燐鉱石採掘関

連の出稼ぎ労働に多くの人々が従事した。帰村

時には現金に加えて食器や自転車．木製の衣装

箱等を持ち帰ってきた。しかしナウルの燐鉱石

採掘がほぽ終息しているため，現在では村から

ナウルヘ行っている者は皆無である。村では長

老男性6人のうち 4人が，バナバおよびナウル

両方の出稼ぎ経験者である。残りの 2人はそれ

ぞれバナバのみ，あるいはナウルのみに行って

いた。それ以下の世代でも 5人が出稼きの経験

をもち，うち 1人は両方の島へ行っていた（注:i:,o

またすでに亡くなった人のうち．少なくとも 4

人が出稼ぎ経験者である（図 1)。既婚男性は家

族をナウルヘ連れていくことができたので，女

性や子供の中にも「物資にあふれた豊かな」ナ

ウルでの生活を経験した者がいる。女性たちは

ナウルの中国人商店の売りfやレストランのウ

ェイトレスとして働いたのである。バナハおよ

びナウルにおける出稼ぎ経験が村社会に与えた

インパクトは，計り知れないほど大きい。牛業

に依存しない泊費社会は「白人の生活」 (mamn 

J-matang) といわれる。多くの村人にとってそ

れを具体的にイメージさせるのは，ナウルでの

生活体験や時々みるヴィデオ映画の中の合衆国

や香港の生活なのである。

燐鉱石採掘に代わって重要な出稼ぎ先になっ

たのは外国船である。 1995年時点で村の青年3

人がドイツ商船に， 5人が日本漁船に乗り込ん

でいる。彼らからの送金は 1人1カ月当り50~

150豪ドルと大きく， 2人の息子を出稼ぎに出

した世帯（世帯主番号⑨，⑭)では， コプラの生

産をそれほど熱心には行わなくなってしまっ

た (it~)。ただし，外国船に乗るには首都にある

訓練校に入らねばならない（注5!。訓練校への入

学希望者は多いため高倍率であり，ごく一部の

若者しか出稼ぎに行けないのが現状である。そ

れでも，親族関係を通じて現金や士産の工業製

品（ラジオ，ヴィテオテッキ，衣類等）が広範囲に

行き渡るため，少数の出稼ぎ者による経済効果

は大きい

出稼ぎ者や定収者のいない世帯では唯一の換

金作物であるコプラ生産に依存して現金収入を

得ている。人々は生産したコプラをコプラボー

ドヘ運び，計羅の後現金を受け取る。しかしコ

プラ生産は不安定な降雨量に大きく依存してい

る。 30世帯約 180人が住むN村におけるコプラ

生産量は1994年7月から95年6月までの11カ月

間に 3万1548キログラムであった（注6)。コプラ

からの収人が1く明瞭である 4世帯を除く 26世帯

の平均をとると， 1世帯 l力月当りのコプラか

らの現金収人は約4(）豪ドルであった（表 1より

n：出）。コプラの買い取り価格は長期的にみて大

きく変動しており，この時期の値段は比較的良

好であった。すなわちコプラから得られる現金

収入は、降雨械に依存する生産箪および国際巾

場価格に影響される買い取り価格の関数であり，

不安定なものである。
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1995年時点で村内には，公務員として月50豪

ドル以上の定収のある者が3人（世帯主番号③，

⑦，⑨），それ未満の定収を得る者か3人（同臥

⑳，⑳）いた。また航空会社のエージェントは，

乗客数によって収入が変動する。欠航が続くと

手数料が全く得られない一方で，年未休暇時に

は乗客が増えて 150霰ドルもの月収を得ること

もある。その他の人々は，学校等政府関係の建

物の建設作業，船荷の積み降ろし等、臨時雇用

収人を得る程度である。フカヒレや屹燥ナマコ

を時折来島する仲買人に売って臨時収入を得る

こともある。また1995年 4月から 7月の間に村

内に 3つの個人商店ができ（世帯じ番号②，⑰,

⑱)，新しい形態の小資本家か生まれてきた。そ

れまで村内には，不足しがちなタハコ，手作り

パンやドーナツ，魚を不定期に光る小商売かあ

るのみだった(i:t7¥

親族が首都に住んでいても，定期的に仕送り

をしてもらうことはなく，必要時に送金しても

らうだけだと村人はいう。近い親族か外国に移

住しているのはN村では2世帯（世帯主番号江

⑰)のみであった。⑳0)但帯主は．こく稀に f

供用の玩貝や絵本を送ってくるだけだと筆者に

いっていた。このように村人の現金収人を概観

すると，外国船出稼ぎ者や定職者を擁する上部

の世帯を除いて，ほぽコプラ牛産に依存してい

ることがわかる。

（注l) オセアニア島嶼国家の経済状況：よしはしは，

MIRAB経済という概念を用いて説明される9、 MIRAB

とは出稼ぎ移民，送金援助．官僚制の頭文字をとった

ものであり．これらの連関によって国家は経済的に自立

しうるとしヽう、，（；，Bertramand R. F. Watters, "The 

MlRAB Economy in the South Pacific'.¥lierり

states," I,Illi/ir Vi(：砂I)int,V(）l 26, ni) 3, 1 9応、 pp,

497 519／佐藤Jじ彦 1オセアニア島嶼国の rレント依fr
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剖J 経済自立」（清水昭俊•吉岡政徳編『オセアニア 3

近代に生きる』東京大学出版会 1993年） 201~216ペー

ジを参照したc

（注2) RERFとは “RevenueEqualization Re-

serve Fund" 0)略である 3 この基金の運用益と入漁料

が1988年の歳人の56％に上っている（佐藤元彦「キリハ

ス経済の構造変化と 1持続可能性』ー：？愛知大学国際問題

研究所紀要己第98号 1993年2月： 65~72ペーシ）こ

（注3) 筆者のインタピューによる。

（注4) 筆者のインタヒューによる。とくに世帯主番

号砂の長老ぱ，息子の怠惰を嘆いていた，．なお， 1995年

時点でのドイツ商船，日本漁船への乗り込み状況は，世

僭主番号g③か日本漁船各 1人，⑯⑰がドイツ商船各 l

人．§かトイツ商船1人と日本漁船l｝、，⑳か日本漁船

2人だった。

なお，ここでいう世帯とは，核家族を基本単位とした

共住小家族集団を指す〗キリハス語のムウェンガ (mwe­

ngalに相当する^ ，ヨーロ yパとの接触以前にはカーイ

ンカ (kaainga)といわれる，ムウェンガが複合した共

住親族集団かあった。しかし，キリスト教化や植民地女

配の影響てカーインガは崩壊し，より小さな世帯が形成

された「カーインカの分解につし:ては W.H. Gedde". 

"Social Individualisation on Tabiteuea Atoll," 

.l(IUI11(d (f lil{ PolyI1( ,'SI•(in So（たI.},・vol.86, no. 3. Sep 

1977.接触以前のカーインガにつし己ては [IL.Maudt入

1‘in f立；1）[HIl(Jr:（)"f （パlhertesclioti (Wellington: The 

Polynesian Society. 1963: Institute of Pacific Stud-

ies and Extension Centre of USP, reprinted in 

19Y1)を参照しに現在，村）S）[l常生活は共住小家族

集団を単位としていふたたし，老人，未亡人やf供は，

島内に居仕する親族の付帯を頻繁に渡り歩く傾向かある

ため｀必ずしも成員か固定して＼るわけではなし;"また`

芥名やときにぱ世帯員全員が首都へ出かけてしまい，数

カ月から数年以上村に帰ってこなし 9こともあるし

（注 5) 首都タラワにふ トイツ廂船に乗り込むため

U)海洋訓練校(:v1arincTraining Centre; :v1TC1およひ

日本漁船に乗り込むための漁業訓錬校 (Fi-;hingTrainヽ

ing Cent re: F'I℃)かある3 キリハス人はトイツ商船て

磯閃空J)ド慟き，給仕や荷の積み降ろしを担っているJ

!I 本漁船ては鰹船や鮪船に乗り込む~，漁業且／1|線校は19%

年に海洋』II純校から分離したものである タピテウエア

・サウスて行われる訓練校の人試は両校それぞれ年 1.

2 [n]であり．島まで）渾式のために職Uか巡回してくる．
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タビテウエア・サウスからは1995年3月には3人の海洋

訓練校合格者がおり，同年6月には 1人か漁業訓練校に

合格した。正確な受験者数は不明だが倍率は10倍以上て

あると考えられる。

（注6) コプラボードの買い上げ台帳から得た資料に

よる。台帳にある全氏名から N村在付者のみを拾い卜け~

て集叶した。この時期の買いt．げ価格は35~40豪セント
／キログラムであった。なお統計資料によると1979年か

ら87年までの買い上げ価格は11～芍．5袋セント／キログ

ラムの間を変動してし又る (Kiribatil.979-1981: A Com-

pendium 1!IStatistics [Tarawa: Statistics Office, 

1989))0 

（注7) ゲ，／デスは197()年代のタヒテウエア・ノース

において，個人または有志によるサークルがパンやドー

ナツを売ったり，商店を開いた複数の1i例を報告してい

る (Geddes,Tab珈l/t'aNorth . J。N村ては198(）年代

後` I勺こ村人か共詞て商店を設立したか， 2つに分裂後，

倒廂したという c 喩者が調在を始めたl!:!94年の時点て正

常に機能している商店はタビテウエア・サウス全体て 4

軒だけたった。牛協組織，隣のB村のプロテスタント1且

者グループ，個人，島北端のTW村かそれそれ経営して

いた。ゲ、Jテス(j)報告に比べると、 1990礼代(J)タヒテウ

ェア・サウスが70{t代のタヒテウエア・ノースよりも流

通機構が発達しているとはいい難い。また箪者が視察し

た1995年3月現在，ノースの方が商店の数も多く，経済

的な格応かみられる L9

III l1常的食生活の動向

1. 現金消費傾向

村人は現金で何を購人するのであろうか。こ

の節ではまずN村の2世帯（世帯七番号ふ⑬）

の現金消費傾向をみてみる（表 2)。調杏したの

は1995年 6~7月である。物資欠乏期を過ぎて，

商品を比較的豊富に人fできた時期である c

ここでいう物資欠乏期とは1994年 9月から95

年 3月までの間を指す。この時期には首都(})生

協卸売公社 (KCWS)が経営危機状態にあり，注

文しても物行かほとんど島の商店に人荷しなか

キリパス南部環礁における輸入食料依存の実態

表 2 購買記録

且世帯主番号③ (1995年 6月12~30日）
I 

I 品目 購買

— ---l 
米 50kg

パン 17個

砂糖 I 44ポンド
I 

紅茶 I 5パック

コーヒー， l瓶

夕l{コ 22本

魚 28ポンド十 9尾

鯖缶 8個

灯油 20リットル

マッチ 8箱

石鹸 4個

ベピー
1本

J ¥＇ウダー

合計

1注） ，11 世帯員は10人。

2.5 1.3 

18.02 9.3 

27.5 14.2 
， 
20 10.4 

i 10.8 5.6 

1. 85 1.0 

6.4 3.3 

2.75 1.4 

193.07 100.0 

:2; l力月 (30日）当りおよび1日当りの消
費額は，それそれ304.84萩ドル，9月， 10.16
哀ドル1L

ibl 世帯主番号⑬(1995年 6月12日～ 7月23日）

品 H 購買置 金額比率
（梨トル） （％） 

米 79ポンド l 36.2 48.9 

砂糖 4ポンド l. 8 i 2. 4 

紅茶 4 / Sック ， 12.1 
夕｝＜コ 1 2本 0.35 0.5 

魚 l尾 3 4.0 

コンビ
3個 10.5 14.2 

ーフ

鯖缶 3個 7.35 9.9 

カレー粉 1本 3.2 4.3 

ガム 4個 (J會8 1.1 

石齢 ］個 1. 9 2.6 

合計 74.1 I 100.0 

けい ！1: 世帯員は3人。調査時までに世帯員の
移動があったため，表 1より人数か減少し

たc

¥2 1カ月 (3(）日）廿りおよび lH当りの消
費額は，それぞれ52.93崇ドル月， 1.76康
ドル．9'［l心
i3！ 米は小売りで買うときはポント，袋ごと

買うときは 1袋25kg"
（出所） 箕者調査による。
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った。船が来ると人々は商店に殺到して，米や

小麦粉を買い占めようとした。客の間で傷害事

件が起きるほど緊迫した状態だった。船が来て

から 1週間もすると物資はなくなり，商店は完

全に開店休業となった。 1995年が明けてから生

協卸売公社の解散した 3月までの間，さらに事

態は深刻化した。輸入食料はもちろん灯油や石

鹸，タバコ，塩などあらゆる生活必需品が欠乏

した。その後，島では個人商店が数多く開業し

て物資が入荷するようになり，首都の別会社か

ら物資を仕入れるようになったため，慢性的欠

乏状態を脱した。さらに10月には首都から卸売

会社(AbamakoroTrading Co.）の店舗を島に誘

致することに成功し，一応欠乏状態から脱却す

ることができた（注l)。

調査した 2世帯はきわめて対照的な収入に依

存している（表 l参賄）。世帯主番号③の世帯は，

世帯主が定収を得ているほか，息子の 1人が日

本漁船で働いている。この収入に加えてコプラ

生産を行い，さらには他の村人とグループを作

ってナマコや魚を捕っている。村でも屈指の現

金収入を得ている世帯である。 1カ月当り 300

豪ドル以上の収入を確保していると推測できる。

世帯員数も 10人と平均数 (6人）を上回ってい

る。一方，世帯主番号⑬の世帯は村の過半数の

世帯と同様に，収人を主にコプラに依存してい

る。ただし世帯主の妻の兄が外国船に出稼ぎに

行っているため，必要時にはその親族から現金

を受け取りうる。また世帯主の母が頻繁にこの

世帯に出入りしているほか，世帯主およびその

妻が母の弟（世帯主の母方オジ，世帯主番号④）と

仲がよいことにも留怠すべきである。このオジ

の娘は島内のある村で初等学校の教員をしてお

り，その夫はドイツ廂船の乗組員をしていた。

22 

通常コプラのみに収人を依存していても，この

ように何らかの親族関係を通じて，出稼ぎ者や

定職者から臨時に現金を入手しうるのである。

調査時点の世帯員数は，夫婦と幼児1人の計3

人である (lt:2)0

表2をみると両世帯ともに米が支出の第1位

となっている。米にパン，砂糖，紅茶，缶詰，

カレー粉，コーヒー，タバコ，ガムを加えると，

輸入食料品や嗜好品が全支出額の74%（世帯③）

および93%（世帯⑬）を占めていることがわか

る。世帯⑬では独立記念日に合わせて贅沢品の

コンビーフを買っている。食料品の他には灯油，

マッチ，石鹸等の生活必需品のために支出して

いる。

さて，人々の現金消費は極端に輸入食料に偏

っていることが明らかになった。次に日常的な

食生活に目を転じる。

2． 日常的食生活

人々の日常的な食生活を明らかにする目的で，

隣村との境界にある初等学校て食事に関するア

ンケート調査を行った。この学校にはN村を含

む計4村から児童が通ってくる。アンケートは

12~14歳の児童28人を対象に， 1994年10月19日，

26日および11月2日の3回行った。この時期，

物資は不足しがちだったがまだ事態は比較的深

亥IJてはなかった。キリバス語で書いた質問を教

に貼り，アンケート前日の食事内容について，

配布した紙に回答を自由に記人してもらった。

結果を表3および図2に示す。ただし，児童の

食事内容が世帯内の成人の食事と必ずしも一致

するわけではない。世帯内では，皆が一緒に同

じものを食べるとは限らないためである。個々

人か別々に，その場にある食料品を適当に食べ

ることが多い。子供たちか米やパンを好む傾向
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キリパス南部環礁における輸入食料依存の実態

表 3 児童アンケートによる食事調査

（単位：人）
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（出所） 筆者調査による。

（注） （11 アンケートの有効回答者数は各回とも28人であった。

(2) 右端欄の比率は各品目の合計人数を延人数 (84人）で割ったものである。

(3) カププは． N村では現在全く作られていないか，近隣の村ではわずかに作られて

いるため，複数村の子供を対象にした本アンケートでは登場してきた。

は，観察やインタビューから明らかだった。そ

の一方で，児童の食事内容が他の世帯員のもの

とかけ離れているとは考えられず，世帯の食事

をかなりの程度反映していることは確かである。

図2,表3から最も安定した主要食料品か米，

魚介類，ココヤシの実であることがわかる0 3 

回の調査ともに過半数の児童が，少なくとも日

に1回は上記3種の食料品を摂っている。次い

でパンやパンケーキ等7種の小麦粉料理（注3)＇

結実期であったパンノキの果実が高い比率を占

めている。対照的にスワンプタロ．パンダナス

食品（カププ．ロロ，トトキ，タガナ）は決して主

要食料品になっていない。この時期にはプッシ

ュてパンダナスが大試に結実しており，村の各

世帯では板状保存食（トゥアエ）作りがピークに

達していた。そのような状況であるにもかかわ

らず，パンダナスの比率は低い。その一因は子

供たちが「伝統食嫌い」を起こしていることに
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図2 児童アンケートによる登場食料品の

出現頻度の推移

認

25 

目1994年10月19日
目1994年10月26日
日1994年11月2日

米

岱！ 
Iゞ ス ／ゞ コ 魚

告§ 塁ジ タワ 食品ン コ 届ロン ダ ヤ
キ プ ナ シ
の ス の

実

（出所） 筆者調杏による。

（注） アンケートの打効回答者数は各回とも28人て

あった。

ある。パンダナス料理やスワンプタロよりも米

や小麦粉料理，人々の言葉で「白人の食事」を

好むのである。子供ほどではないにせよ，成人

にもこの傾向が背てはまる。また前述したよう

に人々は現在，パンダナスを日常食用の粉末状

保存食カブブに加工することはほとんどなく，

専ら饗宴時の供出用のトゥアエ0)みを作る。加

えてスワンプタロも供出用に消行することか多

いため，日常食を反映したアンケート結果では

低い値が出たのである。糖質食料品のみ（ココ

ヤシの実を除く）の比率を示した図 3から，その

傾向が明らかである。

食料と船の貨物物資の関係も明瞭に表れてい

る（図2'図4）。 1994年10月2日に船が到着し

たが運んできた物資の絨は少なく，ほとんどの

商品は即座に店頭から姿を消してしまった。次

に貨物を積載した船が来たのは10月31日であり，

図 3 児童アンケートによる登場糖質食料品

の比率

スワンプタロ（20%)

米

(42.0%) 

（出所） 筆者調査によるc

（注） 糖質食料品のうち，脂質の多いココヤシの実

を除く比率を示す。

図4 輸人および在地食料品の出現頻度の推移

論）
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パンダナス食品
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I -・-・-1994年 I 

（出所） 箸者調社による。

（注） 児童アンケートの結果による数値。アンケー

トの有効回答者数は各回とも28人であったc

叫
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キリパス南部環礁における輸入食料依存の実態

図5 物資欠乏期の食事 世帯主番号②⑨

(1995年1月15~19日）

パンノキの果実
(1.8%）コンビーフ(1.8%

~ -~ ・ 
パンダナス保存食

]1111111 
(5.4%) 

II 

（出所） 管者調査によるe
（注） 2枇僭O)5 H間の食，＃に出現した全食料品中

の各食料品の割合を示した．）

前便よりも多くの物資が入った。

たものであり，

である。

つまり 2回目

0)アンケートは輸人物資が不足した時期に行っ

3回目は到着直後に行ったもの

2回目では輸人食料の割合が落ち込み，

在地食料の割合が増加している，逆に 3[Hl目て

は輸人食料の割合か増加し，在地食料の割合か

落ち込んでいる。すなわち，

らば輸人食料を泊費し，

人々は手に人るな

それか不足してくると

牛．業経済に依存するのである。

環礁の環境から調逹可能な糖質食料ばスワン

プタロ，パンダナス，パンノキ， ココヤシ，

イヘイヨウイヌビワり14)程度しかなし )99

だ。 しかもおいしい I

人々の嗜好も偏向し，

夕

しかも

パンダナスの果実の収穫，加上やスワンプタロ

の栽焙にはかなりの労働投資が必要てある（；「米

や小麦粉は買うたけでいいし，女1生の調理も楽

とある長老男性はいう 9)

日常食料としては輸人物

が在地物にi出換してしヽる状況にある。ハンダナ

ス板状保存食およびスワンプタロは， 主として

物資不足時の非常食や簑宴への供出用としてわ

ずかに消費するのみである。

3. 極度の欠乏期における食生活

1995年の年明け以降，物資の欠乏は深刻化し

た。年末に船が貨物を運んできたのだがクリス

マス、新年の饗宴等でほとんど消費してしまっ

たためである 1月およひ2月にはそれぞれ船

が1便ずつ来島したものの，食料品や生活必乱；

品はほとんど積載していなかった。 このような

状況下でN村の2世帯（世帯主番号盆⑨）の食

事を， 1月15日から19日まての 5日間聞き取り

調査した。 その結果を表 4'図5にポすC

世帯⑨では15日に米を世帯②ては同日にプ

アトロ（プティング）を食べているが，

日に隣村であった結婚式の齊宴の残りてある。

また世帯③の17日の食事では米，塩I1ーしウツホ，

コンビーフがみられる。 これは筆者がインタビ

ューの約束を前もってしていたため會

くれた食料てある。

これは前

用意して

それを除くと魚とココヤシ

の実か食料の大部分を占めていることがわかるの

こり時期はパンノキも結実しておらず， わずか

l同しか登場していない。板状パンダナス保存

食やスワンプタロの比率は，

えなし＼C 世帯§では，

られてし＼なし }Q

食は，救莱食とはいっても，

0)てあるっ

前述のアンケート

結果よりも確かに大きな比率を占めている。 し

かしじ要食料資源といいうるほとの比率とはい

スワンプタロは全く食べ

スワンプタロやハンダナス保{f

欠乏期に毎U充分

な凪を食べられるわけてはない。極端な物資欠

乏時でさえも，安定した食料とはならなし辺）て

ある。ばい換えれば，村人0)食生活から米や小

麦粉を除くと充分に糖質を摂ることかできない

また比年の高いココヤシU) にして

も，唯・ -̀0)換金作物であるばかりか，降雨埴に

巧
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表 4 物資欠乏期の食事内容

1a) 世帯主番号②
ー ・・・

年月日 朝食 昼食 1 夕食
ー・-----. j ●→ - l. 、～--~----~---

1995年
1月15日 ココヤシの実＋カレウェ プアトロ

スワンプタロ パン

魚（ボータキ残り）
--t-----------------:--------------―` ← f ―---------------------—しい

1月16日 ココヤシの実＋カレウェ I ココヤシの実

1月17H ココヤシの実

タコ

スワンプタロ

タコ

コンビーフ

魚（ウツボ塩干し）

米

スワンプタロ

（筆者らと共食）

プアトロ

スワンプタロ

（ポータキ残り）

ココヤシの実

スワンプタロ
• --・・・・・一

（なし）

1月18日lココヤシの実 ロロ ココヤシの実

スプーンプタロ 1一 魚（購人）
←..．. ------------l ----• ・ • • ---------------• • ● → → ● - - -

1月19日
I 
ココヤシの実 ココヤシの実 ， ココヤシの実

—- L 魚（網漁）一—！ ， 魚（網漁） パンノキの果実

lb) 世帯主番号⑨

年月日
I一つ― t ---~ → 

朝 食
---̀――，▲」

ー［昼食 1 夕食

995年
1月15日 魚（ボータキ残り） ココヤ5
米米

----------------·-----------------•-----------------·----------――鴫”-·
1月16日 ココヤシの実 ココヤ5

貝
` `  ~` ----·し• -----t 

1月17日 ココヤシの実 ！ メロメロ I 魚（購入）

1月18日 魚（残り）

ココヤシの実＋カレウェ

魚（残り）
-------I ---ー-］竺どり翠―――

魚（購入）

ココヤシの実 ココヤシの実

米

1月19H ココヤシの実 I 魚（残り） 魚（購人）

（出所） 有者調査による。

ココヤシの実

米

（注） ホータキとは饗宴を，カレウェとはココヤシトディーを指す。

ココヤシの実

生産を依存しているため年によっては充分に得

られないこともある。植物性食料に関しては在

地の食料生産は脆弱な状態にあり，それが欠乏

期に露星したということができよう。つまり島

の輸入食料依存は生活の維持にきわめて重要な

ものであることがわかる。

（注l) タピテウエア・サウスにおける物資欠乏期か

らその回復までの過相については，風間計博「キリハス

における貧困の共有と葛藤—物資欠乏打開への模索

ー」（『オセアニア学会NEWSLETTER』 No.55・56 

26 
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1996年11月20日） 20~28ページに詳しい。ただし，欠乏

状態から脱出したとはいっても，首都のタラワに外国か

らの貨物船が充分な物資を積んで入港していなければ，

離島部にまで物が行き渡らない。実際に首都でさえもガ

ソリンや米等が欠乏することがしばしばある，愉人品の

野菜や果物のイ泊足は恒常的といってもよいc

（注2) 世帯t番号⑬は．筆者が村に住み粋いてから
半年ほどの期間．キョウダイ（異父兄弟）夫掃．母親らと

同居していた。このときの世帯員数は7人であった（表

1参照）。しかしその後，キョウダイ夫婦らは村内の別

の土地に新しく世帯を構えた。そのため世帯構成が変化

し，購買調査を行った時期には．若夫婦と幼児 1人の3

人だけになっていたのである。

（注3) 小女粉を材料にした料理は多岐に及ふ。発酵

パン，無発酵パンにはいくつもの種類があり、人によっ

て作り方や名称が畏なることも多い。表3中のカシシと

は小麦粉を溶いて葛湯のようにし，ココヤシトティー等

で甘く味を付けたものである，）カシオブキとは同様な味

付けのすいとんである。いずれも少ない小麦粉に水を加

えて鼠を増やしたH常食である。カプキとはパン．キャ

ビン・ピスケット，パンノキの果実等のように塊状の粕

質食料品を指す。プアトロとは元来スワンプタロのプデ

ィングであり．第I,N節に詳述している

（注4) タイヘイヨウイヌビワ (Ficustinctoria)はベ

ロ(bero)とよばれる（表3ではイヌピワと略よ）。早魃

に強く．！『からの救荒食である。たたし現在ではその多

くが切り倒され，貨物イ山足時にわずかに泊費される程度

である，物資欠乏期のピーク時には，村の女性たちが数

人でプッシュに行き，ベロを採取していた実は固いの

で， ］時間以上鍋で，苔て柔らかくしてから．挽肉用のミ

ンサーで潰す。プディングや乾燥保存食（カプイプイ・

ニ・ベロ [kabuihuini bero:)を作ることもある。洒

めたトディーやシロップに潰したベロを人れ， スプーン

ですくって食べるのが普通である。

w 輸入食料の位置づけ

1. 輸入食料の威信

食料は当然のことながら生命を維持するため

に必須のものである。しかしそれに加えて，食

料に備わっている社会的な重要性を忘れてはな

キリハス南部環礁における輸人食料依存の実態

らない。オセアニア島嶼部では，ヤムイモやタ

ロイモ等の糖質食料が社会的な威信や富を表す

ことがしばしばあり，文化人類学者によってい

くつもの事例が報告されている旧 1)。威信食料

は親族集団間で交換し，その量や大きさを競い

合う。このような交換を行うことによって，人

々は社会関係を確立したり操作したりしていく

のである。

すでにふれたようにキリバスにおいては，ス

ワンプタロおよび板状パンダナス保存食（トゥ

アエ）が威信食料となっている（注2)。しかしス

ワンプタロの耕作率は低下し， トゥア工を作る

壻も極度に減ってきている。粉木状パンダナス

保存食（カププ）に至っては，筆者の滞在した

N村では全く作らなくなっていた（注3)。その一

方N村では，外来者の訪問時や出稼ぎ者の帰省

時に，スワンプタロおよびトゥア工を村人が持

ち寄る機会が時々ある。筆者の滞在期間中に生

のスワンプタロとトゥア工を村の全世帯がそれ

それ持ち寄った機会は7回あった。またトゥア

工0)みを持ち寄ったのは少なくとも 4回あった。

その他にもスワンプタロを加工したプディング

（プアトロ）を供出したり， トゥアエの鰻頭（タ

ガナ）を持ち寄らねばならないこともあった。

このようなときに，長老が指定したそれらの食

料を出せないことは相当の恥(mama)であり，

実際にはほとんど起こりえないことである。

キリバスでは物やサービスを懇請する慣行が

あり，ププシ (bubuti) とよばれているc 要請を

受けた側はよほどのことがない限り囀それを断

れない。そこで鷹揚さをホすことが必要なので

ある；、ただし，村人の誰もが口をそろえていう

には，スワンプタロとトゥアエだけはププシで

きないという c ある世帯がスワンプタロやトゥ

27 
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表 5 物資欠乏期の来客用饗宴の食事における食料品出現頻度 (1995年］月19~23日）

（単位：回）

輸人糖質食料品

一~ー----- ----`----
10 

7 

4 

2 

1 

→~  

米

ドーナッ

パン

パンケーキ

ペケイ＊

在

スワン

プアトロ

パンノキの果実

ココヤシの実

パパイヤ

木の葉スープ

愉人螢白質食料品
~ ~てし-‘‘し・・▼ ▼ ▼ ▼ ・ 

鯖缶 3 

コンビーフ 2 

焼き魚

揚げ魚

塩干し魚

オラオラ

ウツボ

ブタ肉

ニワトリ

?
J
1
4
3
4
2
2
 （出所） 箸者調査による。

（注） （I) 数字は計11回の食事のうちの出現頻度を表す。
12) * :t.に小麦粉を使用。
13) 木の葉とはトケミウドノキ (Pison切grandis)の葉である。
14) オラオラ (oraora)とは生魚のサワートディー漬をいう（本節注6を参照）。

ア工を保有しておらず，他世帯にプブシするこ

とは相当の怠惰(taningaroti)であり，貧困(kai-

nano)である。陰口で嘲笑的にキリバス人では

ない， とさえいわれかねないのである。村人た

ちはスワンプタロ耕作やトゥアエ加工の労力を

抑制しつつも，恥でない程度にそれらを維持し，

必要時に備えているのである。

さて， それでは輸入食料は威信をもつのだろ

うか。ルイスによれば， キリバス人は「人はそ

の（生産する一ー引用者）食料と同じもの」

じていたという。呪術的な力はその力をもつ人

の食料に宿っているのである。

と信

したがって，圧

倒的な物資をもつヨーロッパ人の威信が高いこ

とは，彼らの食料の威信をも高めたのだとい

日常的な食生活では，
。
）
 
4
 
t
 

.i 

~
ーろ
ノ ココヤシの実と

魚介類以外に輸人食料が大部分を占めているこ

とを第III節で示した。輸入食料はまた，饗宴の

場においてもきわめて頂要である。物資の欠乏

期には， 日常的食料にほとんど米，小麦粉，缶

詰は登場してこなかった。 しかしそれらの輸人

食料は完全に底をつかないように，密かに隠さ

れているのである。物資欠乏期に世帯⑨を筆者

が訪問した際に，米やコンピーフが出された例

をみてもそれがわかる。来客に米や小麦粉料理

を供することができなかったり，

恥なのである。

実習の学生がやってきた。

た。

あるいは集会

所に集まった際に持ち寄れないことは，

その時期，

やはり

日曜日の教会での礼拝後に行う

共食でも，長老たちは大抵の場合，米や小麦粉

の食事を持参して集まる。

物賓欠乏期 (1994年］0月頃）にタラワから教育

この若い

客たちをもてなすための輸人食料が不足してい

そこで村の長老たちが相談して，首都にい

る村出身の国会議員に米と小麦粉を飛行機で送

ってもらったことがあった。あるH,長老たち

が実習生や教員とともに食事をした後，島に来

ていた米国人ボランティアの教員が「こんなに

物がない時期に毎食米や小麦粉を出さなくても

いいです。私たちはベン（成熟したココヤシの

＇だ）も大好きなのだから」

した。

という主旨の を

この後一瞬沈黙があった。客にご馳走を

出すのは人々にとって当然であり，公の場にお

ける彼女の発言は場違いだったのだと筆者は判

断した。輸入食料の不足を指摘したことは，村

ュ8
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饗宴（ポータ的に集翡．汀遺村の男性たも。紅蒙翡噸渇

ながら食事t1)朧鍮を糠：•＇9 ている．。器に入った，→文ープ．パ

ン，米飯が高粛家璽中央に並んでいるc

キリハス南部環礁における輸入食料依存の実態

饗宴（ポータキ）の食事風景さ中央の男性は，インスタン

トラ・ヘーメンやコンピーフの入ったスープを米飯にかけてい

る"'同性のみの家屋の外では，女性と子供が食事している

のが見えるc

人たちに恥をかかせかねなかったわけである。 ぱほとんど食べない米や小麦粉料理（表4参照）

％然，そIJ)・後の食事にもココヤシのiこが出るこ が，詞頻度で登場している。一方で蛋白質食料

とはなく，〕卜や小麦粉がふんだんに使われてい 品では，魚が多いことがわかる。

た。 況在饗宴は頻繁に行われており，平均して週

島で頻覺に開催される聾宴でも，米，パン， 1回以上開催されている。村人の生活は饗宴を

ドーナッ，コンビーフ，スープ，インスタント 中心に動いているといってもよいほどである。

ラーメン等の輸入食料は必須であるげ5)。在地 つまり，輸入食料は日常的な食事のみならず．

の食料としてはパンノキの果実のフライ，ブタ 人々の社会生活に不可欠のものとなっているの

肉，スワンプタロ，ロロ（ココ｝ヅミルクをまふ である。

したトゥアエ），焼き魚，生魚のサワート・ディ

漬け等が出される (i.I:6)。饗宴の食料の中では日

常食と同様に，スワンプタロやロロの人気は低

い。逆にスープ． ドーナッ，パン，米，プタ肉

が好まれる。賓哀を開催するには輸入食料が必

須である。饗宴の開催者は物資が不足した時期

であっても，首都の親族に送ってもらうなどの

手段を講じて，事前に輸人食料を人手しておか

ねばならなし％

1995年 1月の物資欠乏期にN付へ刹組の火婦

が訪問してきた。来客歓迎の饗宴の際に客に出

された食料品の出現頻度を表5にホす。棚質食

料品をみてみると，この時期，日常的な食事で

2． 小麦粉のキリパス料理への取り込み

鍮人食料の中でも，小麦粉は何にでも混ぜや

すいという性質から，幅広く利用されている。

そのため現代キリバスの料理の中て‘，小麦粉は

特味な位屑を占めているのである

スワンプタロで作るブアトロには，ほとんど

の場合小麦粉が人っている。小麦粉が全く手に

人らない時期にブアトロを作ったある世帯では，

珍しく地炉を利用していた。その理山を母ねる

と，小麦粉がないと形が崩れてしまって，鍋て‘

は調理できないのだという。小麦粉はつなぎの

役割を果たしており，形が崩れるのを防ぎ，救

て調理する場合には必須なのだという。物資か
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地炉を使ったプアトロの調理。地炉の上で焦げているのは，

クサトペラ（民俗名メオ (mao〕● Scaevola sericea)の

葉。この下にプアトロがある。写真下には地炉に被せてあ

った麻袋が見える。

たくさんある場合には，全くスワンプタロを使

わないブアトロやペケイを作ることもある。小

麦粉のみあるいは小麦粉に米を混ぜたプアトロ

やペケイさえもあるほ7)。プアトロは「伝統的」

なキリバスの料理であると人々はみなしているぐ

しかし，鍋で烈るという新しい調理法を用い，

小麦粉や米という新しい材料を使ったプアトロ

が，現在主流となっている。またバータイ (baa-

tai)という料理は通常，主材料であったトゥア

工を全く使用せず，米や小麦粉を主材料とする

ようになったため，プアトロとほとんど区別が

できない。

カシシ（葛湯状小麦粉スープ）．カシオプキ（す

30 

パータイの調理c 炊いた米にトディーシロップを入れてい

る3 この後，小麦粉を入れてかき混ぜ，形を整えるc

鍋で煮て出来上がったパータイ。固さを詞ぺるため， ココ

ヤシ小葉の葉柄ノコ (noko)を突き刺している。

いとん），パンケーキ， ドーナツ，食パンとし入っ

た小麦粉料理があることはすでに第III章でみた。

しかしその他にも多様な小麦粉料理がみられる。

発酵パン類は輸入品のイーストやイースト代わ
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りのココヤシトディーを使って発酵させたもの

である。状況に応じて，すり下ろしたココヤシ

の果肉やベーキングパウダーを混ぜたり， トデ

ィーシロップや砂糖で味付けをしたり，地炉や

鍋を使って調理するなど，材料や調理法のさま

ざまな組み合わせがある。また調理する個々の

女性によって作り方，材料，名前の付け）jが異

なる等，統一した体系で分類して記述すること

はきわめて困難な状況である。

以上のように，小麦粉という輸入物は在地の

食料や調理技術等と組み合わされ，キリハスの

料理に取り込まれて，単なる外来物とはいえな

い位閻を占めている。人々は入荷(J)が安定な貨

物物資の多寡に合わせて、柔軟に状況に応じた

調理をする。小麦粉の欠乏時にプアトロを作る

ならば，スワンプタロのみを使って地炉で調理

する。輸人食料があれば米や小麦粉のみのブア

トロを作る。手に人ればイーストを使うが，な

ければココヤシトディーで代用する。ベーキン

グパウダーさえも，ときに使用することがある 3

ここに人々のブリコラージュ的な工夫0)オをみ

て取ることが可能である。このように微細な状

況をみてみると，従来の議論のように在地食料

と輸入食料を使った料理の間に明確な線を引い

て分離することが困難となっているのである。

(t+: 1) キリパスの威信食料であるスワンプタロにつ

いては Luomala,"Babai... "を参照されたいまた

人類学者による威信食料の研究については序論(l) （注

12)で紹介した。

（注2) プタも威倍食料となっている。キリハスには

ヨーロッパとの接触時にはプタはいなかった（高山純ほ

かr場瑚島の考古学』大明堂 1994年 43ペーシ）。そ(l)

後持ち込まれ，現在ではどの世帯でも飼われている。庭

宴の際にt催者によって出されることか多いか，スワン
プタロやトゥアエのようにプタを各世帯か持ち寄ったり，

キリバス南部環礁における輸入食料依存の実態

交換することはない。

（注3) タビテウエアとほぽ同緯度にあるニクナウ

(l'iikunau)島では， 1996年時点でカププを作っていた。

ニクナウ島の2,3の村では新年が明けた後に，村の集

会所へ各世帯が食料を持ち寄る饗宴が行われており，そ

こで持ち寄った食料を人々に提示する。その食料のひと

つにカププに加工する前段階のカラパパ(karababa)か

含まれているのである，'つまり，集会所への持ち寄りか

カププ生産を維持させているのであるc

（注4) Lewis, Jr.. "Gustatory Subversion...," 

p. 86.筆者が調査した限りでは，食料を生産者と同じ：こ

みなすという語りには出会わなかった。「白人の食事」を

好むのはおいしいからだといっていた，ただし，生産者

0)もつ知識や熟練技術（ラパカウ〔rabakau〕）が， スワ

ンプタロやココヤシの栽培に必須であり，その翌穣に多

大な影響を及ほすと考えられているのは確かである。現

在では忘れられているが，その知識には呪文も含まれて

しヴたとし iう。

（注 5) ここでいうスープとは，ココナツミルクと水

に小麦粉を混ぜ，それにコンビーフや鯖筈の缶詰，砕い

たラーメンを一甜れこ煮込んだものをいう，必ずしも決ま

ったレシピがあるわけではなく，塩やカレー粉，ケチャ

ップ等を適当に入れて味付けするc

（注6) 生魚0)サワートディー漬けとは，生魚の切り

身を発酵したトディー（ヤシ酒）， ココナツミルクとと

もに水に人れ，カレー粉，塩等で味を付けた料理である。

オラオラ (oraora)とよばれるc

（注7) 第1節でみたように，プアトロにココナツミ

ルクを混ぜ合わせた料理はペケイとよばれる。ペケイに

もプアトロ同様小麦粉のみのもの，米と小麦粉を混ぜ

たものがあなプアトロ｀ペケイともにココヤシのシロ

Jプや砂湘iで甘く味を付けるぐ

結 五口
l

、11
日

これまでの議論を簡単に要約してみると以下

のようになる。

(1) タビテウエアを含むキリバス南部離島は，

その厳しい環境条件から在地の食料のみて糖質

食料を賄うのは困難であった。キリバス南部の

初期移住者たちはパンダナスを加上して保存食

3 1 
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料を作る技術を発達させ，また坑耕作法という

特殊な技術を用いてスワンプタロを栽培し，乾

燥した環礁という不安定な自然条件に適応した',

しかしその多大な労働投資は現在，換金作物で

あるコプラ生産へ転換されている。

(2) 現在，タビテウエア環礁の人々は在地の

糖質食料生産の不安定性を，輸入物である米や

小麦粉の導入によって埋め合わせている。これ

は日常食のみならず饗宴の食事にも当てはまる

ものである。コプラ生産で得た現金の大部分は

食料購人にあてている。

(3) 外来の物資は常に安定して人ってくるわ

けではなく， しばしば不足する。在地の威信食

料，スワンプタロ， トゥアエはこのような物資

欠乏期に消費が増大する。しかし，物資不足が

極度に厳しくなっても，それらを毎日消費する

わけではない。せいぜいココヤシの実やパンノ

キの果実が日常的に消費される程度である ）、

々はココヤシの実と魚介類を食べ，貨物の到着

を辛抱強く待つのである。

(4) スワンプタロやトゥアエといった威信食

料の生産は低下している。しかしながら，賽宴

等の社会的必要時に備えて，人々は恥をかかな

い程度に維持している。つまり，生産を完全に

放棄しているわけではないのである。それらは

物資欠乏時には救荒食の役割を果たすが，社会

的必要時に備えて消費し尽くさないように貯蔵

しているのである。

(5) この傾向は米や小麦粉にもあてはまる。

客の餐応や集会所への持ち寄りのため，輸入食

料も完全になくならないように人々は腐心して

いる。つまり，スワンプタロやトゥアエほどで

はないにせよ，輸入食料にも社会的威信が備わ

っているのである。島の社会において，饗宴は

32 

きわめて重要な意味をもっている。その食事に

は，輸入食料が主に消費される。実際に輸入物

なくして饗宴を開くことはできず，輸入食料が

頻繁に開催される饗宴を支えているのである。

(6) 輸入食料はさまざまな料理を生み出して

いる。とくに小麦粉を使用した料理は在地の材

料と組み合わせることで，多様性をもつ。「伝

統的」料理といわれるブアトロ，ペケイ，バー

タイも，元来の材料，調理法よりもむしろ小麦

粉を使ったものが主流となっている。島の人々

の牛活はこのように輸入食料を深く取り込んで

いるのである。

このようにタビテウエア環礁に生きる人々の

食生活をみてみると，単に世界システムに取り

込まれて一方的に外部の侵蝕を受けているので

はないことがわかる。むしろ外来物を変形させ，

価値を付加して取り込み，在地の物と融合させ

るダイナミズムをみて取ることができよう。

しかし，このような自律性を認めることがで

きるとはいえ，いくつかの問題が残る。まず輸

入物資を購人するための現金収人源が主にコプ

ラ牛産しかないことである。コプラ生産は，生

産量が天候に依存し，買い上げ価格が国際市場

価格に左右されるという，二重の不安定性の下

におかれている。つぎに，物資移入が不定期な

船便および未整備な流通基盤に依存し，しばし

ば極度の物資欠乏に見舞われることである。さ

らに栄養学的な問題もある。ただし皮肉なこと

に上記の経済的問題か輸入食料の移人を抑制し

ているために，離島部では都市部に比較すれば

栄投問題は深刻ではないのである，

これまでになされてきた研究においては，太

平洋島嶼部の輸入食料依存に関して，ただ単に
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一方的な世界システム中核国からの押しつけの

結果とみなす論調が多かった。そこではいくつ

かの深刻な問題点を指摘し，輸入食料への依存

を排して在地の食料に回帰することが，経済的

にも栄養学的にも最良の解決手段であるかのよ

うに論じられている。しかし少なくともタビテ

ウエアのような環境条件下では，在地で生産さ

れる糖質食料のみに依存して生活を維持するこ

とは，きわめて困難である。ただ植え付けだけ

して収穫を待てば食料が得られるのならともか

く，それを実現させるには多大な労働投資が必

要である。スワンプタロの耕作も，パンダナス

を収穫し，ブッシュから村へ運んできて保存食

に加工するのも重労働である。人々が生業に重

点をおけば，現金収入が減ってしまうというジ

レンマがあることにも留意すべきである。さら

に，すでに外来の食料を深く社会・文化の内部

に取り込んでしまっている以上，輸入食料依存

をただちに断つことは不可能といえよう。

ナウルでの生活経験をもつ人々に対して，村

に帰ってきたときの印象を聞いてみると， 1人

の例外を除いて誰もが「ナウルは食べ物がた＜

さんあった (Abati te amwarake n Nauru)」「（ナ

ウルより）キリバスの労働は厳しい (Erangi ni 

matoatoa riki mwakuri ni Kiribati)」「ここは貧

しい (Erangi ni kainnano ikai)」といった答え

が返ってきた（注 l)。人々にとって生業のみに依

存する生活は，理想郷からはほど遠いのである。

19世紀後半にはキリバス南部で多くの旱魃が起

こり，死者まで出たという記録がある（注2)。輸

入物に依存しうる現在は，当然のことながら死

者が出るような旱魃はない。貨物が極端に欠乏

した時期，人々が多少冗談めかしながら「旱魃

が来た (Ea roko te rongo) J といっていたのが

キリバス南部環礁における輸入食料依存の実態

筆者には印象的だった。

現在，タビテウエアを含むキリバス南部離島

に住む人々にとって，輸人食料は生活を維持す

るために必須であり，当然それを購入するため

の現金も必要である。単に在地食料への回帰を

促しても，輸入食料への依存傾向は変化しない

だろう。今後，在地食料生産と輸人食料のバラ

ンスを追究するには，社会・文化的な側面を視

野に入れて人々の食生活の実態を知ることが必

要である。

（注 l) ナウルでの生活に不満を述べた唯一の男性は，

毎日単調な仕事を休みなく続けるのが嫌だったと答えた。

他の人々は逆に．ナウルでは同じ作業をしていて現金を

稼げるのが楽でよいが，キリバスではコプラ生産，漁榜，

建設等，さまざまな仕事をやらねばならないと述べた。

また．ナウルでは缶詰，調味料，米，石鹸などの支給が

あったことも，同地での生活が好印象を与えている理由

である。

（注2) ルイスはキリバス南部における19世紀の旱魃

と飢師は，ヨーロッパとの接触以降の貨幣経済導入がコ

コヤシ生産を拡大させ．パンダナスなどを切り倒した結

鬼引き起こされた述ぺている (Lewis,Jr., "Gustatory 

Subversion...," p. 85)。しかし19世紀にそこまでココ

ヤシヘの転換が進んでいたとは考えがたい。また，それ

以前に旱魃による飢饉がなかったかどうかも疑問であ。

（総合研究大学院大学文化科学研究科）

〔付記〕 この論文に関する調査は，大和銀行

アジアオセアニア財団の研究助成（平成6, 7 

(1994, 95〕年度）を受けて行ったものである。

調査が円滑に進むよう取り計らって卜.さった文

化センターの TamaeteraTeaotai氏，そして

タラワ在住の BwereEritaia氏， Nanimatang, 

Emiri Karoua御夫妻には大変お世話になった。

また，この調査および資料収集にご協力頂いた

方々 ， とくに面倒な外国人を快く住まわせて下

さったN村の方々には阿く感謝巾し上げる。環

礁の概念図を作製して下さった，原健―．郎，美

穂御夫妻にも，この場を借りてお礼をいいたい。
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